




















































































































































［元船上生活者 田上キサ子さん。p.82 ～ 84］












































































































































































































ラル・ヒストリー学会、2015 年 9 月］
本書は、その船上生活者、港湾荷役労働者によるオー
ラル・ヒストリー、写真記録を通して描かれた日本民衆
史である。16 名の元・船上生活者たちの語りと、巻末
48 ページにわたって掲載された写真資料が失われた風
景を蘇らせてくれる。
人情味あふれる船上生活者の家族の営みが鮮やかに
7
した船上生活者の人々には、軍艦島の人達とどこ
か似ていて、ロマンが有りたくましいですねえ。
　 艀のわきの小さなつり下げられた箱の下から何や
らが、空中で舞いながら海面に吸い込まれて行く
様は、少年の心にしっかり刻みこまれていました
が、行為者御当人方から、時を越えて実況して下
さったのには、深い謎が解けた思いが致しました。
［演劇家 りゅう雅登さん］
⑦ 私もこの数年、日本の伝統的水上生活者の研究に取
り組んできました。そして思うのは、関係者でない
と入り込みにくい部分があるな、ということです。
洞海湾の報告書は田上先生の地縁・血縁あっての成
果だと感じました。今後ともご教示いただければ幸
いに存じます。［民俗学研究者 厚 香苗さん］
お手紙のすべてを紹介することはできないが、ライ
フヒストリーを語っていただいた方々、演劇の題材とし
て取り入れることを考えている演劇家、同じ水上生活者
の研究を精力的に進めている研究者など多くの方々か
ら貴重な感想を含めたお手紙を頂戴した。現在、本書の
研究成果を基礎に第 2 期の共同研究として東京湾の船
上生活者の研究を行っており、お手紙に認められたご助
言やご意見を参考にしながらさらに調査研究を推進し
ていきたいと思っている。
最後に、本書の目的は、日本近代をエネルギー面か
ら支えた北九州筑豊炭田の歴史を、従来の石炭産業史や
炭鉱労働関係史でなく、石炭積出港として発展した若松
港のハシケ・機帆船の船上生活者、さらには「ゴンゾウ」
といわれた港湾荷役労働者の生活の記憶を発掘、記録す
ることにより、近代炭鉱史の流通過程に携わる人々の生
活史を通して、その歴史像を豊富化することにあった。
そのために、このような史料のほとんど残らない歴史を
明らかにするべく、人々の記憶の再生としてのオーラル
ヒストリーの方法を意識的に追求し、また図書館や個人
が所有する写真資料を収集し、それらを歴史叙述に生か
したところに本書の意味があるのではなかろうか。若松
洞海湾の船上生活者の歴史は、石炭輸送として日本近代
産業の底辺を支えるばかりでなく、これらの船上生活の
人々の生活史を通して、時代ごとの固有の歴史が一人ひ
とりの記憶に刻み込まれている。これが日本の近代から
現在への歴史の一断面である。本書をまとめてみて、そ
こから、私たちは新しい近代史を再発見できると確信す
るに至ったのである。
せて頂きました。大学の先生につたない感想を述
べるのを躊躇しますが、素晴らしい内容でとても
充実していて、海上生活を送られていた人がもし
読まれたなら、皆様感動すると思いました。［元船
上生活者 石橋英子さん］
③ 素晴らしい研究資料の完成、皆様のご苦労心より
感謝です。船上生活を経験した方達、皆んなの喜
びです。
 あの分厚い資料を頂き、声を大にして、皆さんに
報告させて頂きたい所ですが、……ふだん記の創
始者である、橋本先生が生きていらして、この資
料をご覧になったら、どれ程喜ばれたであろうと、
松岡さんからもお葉書届きました。すごく意義の
ある資料、喜びと感謝を拙い文章で表わすのはとっ
ても無理な様です。［元船上生活者 石橋英子さん］
④ 洞海湾の船上生活者の記録興味深く、知らなかっ
た生活、消えてしまった生活をしっかり読ませて
頂きました。私自身炭礦の町・水巻に生れ、遠賀
川を眺めた小学校、そして社会に住い、堀川沿い
を通っての高校生活がありましたから、懐かしさ
も加わっているのでしょう。
　 ふだん記に携わり、「老人はテープレコーダーだ、
昔の記憶はしっかりと残っている」と言われてい
た創設者の橋本義夫氏の言葉につながるものを感
じています。［「ふだん記」関係者 川原洋子さん］
⑤ 早速ページを開き「まえがき」を読んでびっくり
いたしました。私はこれまで歴史の解明には文献
史料が唯一の方法と考えておりましたが、先生の
音声の聞きとりから写真映像までを自在にとり入
れる手法を拝読し感銘を深くしました。
　 更に同級生も非文字資料の一つになっていて巾広
い人脈とお人柄がしのばれる研究過程でありまし
た。［郷土史家 千葉勝衛さん］
⑥ 此の様に膨大な資料の集積と稀少な古老からの経
験談の採取で詰まった尊い御本を一通り読んで終
りと云う訳には参りません。これからの私の活動
の上にも何らかの形で取り入れさせて頂き度く存
じます。……今回先生と研究者の皆様で上梓され
た、此の尊い報告書は、民俗学的な見地からも、
無類な分野の生活歴史遺産として脚光を浴びるに
違いないと強く信じています。近代化に労を提供
